







































































































































































































































に跡付けたものである。本論部分は 2 部 6 編に分かたれ、全16章で構成されている。
「第 I 部 『源氏物語』の達成」は、表題のとおり『源氏物語』の物語的達成の内実を、とくに人物造















ている。「第二編 『源氏物語』的恋愛観からの離反J では『今とりかへばやJ を取り上げ、王朝物語が
歴史的に形成してきた基本的な型を離脱し、特異な主人公像とテーマを提示している『今とりかへば
や』が王朝物語史の転換点に位置することを明快に論じている。末尾には、『無名草子』をー篇の物語
として読み解き、その意義を明らかにした附論「批評する物語、 f無名草子jJ 全 2 章が置かれている。
本論は、引用の方法を機軸として多様な角度から丹念な考察を加えることをとおして『源氏物語J の
達成を明確に捉えた上で、それに続く物語が、『源氏物語』を強固な規範としながら、その継承・発展・
転換として成立する過程を明断に論じている。物語世界を支える創作手法に焦点を据えることによって、
王朝物語の史的展開の様相を鮮やかに照射する本論文の考察は、向後の平安朝物語の研究に大きな展望
を開く成果であり、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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